
27日の朝刊

した。同様にテレピのニュースでもトップ扱いが

いたニュ…ジーランド地震や国会解散も

それに次ぐレベルとして扱われていた。メディアの在り方を問う

くの人にとっての関心事であると同時に、

は！者え苦しんでいることや、問題点があらためて明らかになった。少しでも

ることこそが人生のゴールと見られてそのような状況で、入関としての育ちが揺らいできているの

である。

このこつの問題から、現在のように大学入学試験が高校以下の学校段階での「学びjやそれぞ、れ

の生き方を規定してしまっていることを踏まえ、そのあり方を

はないだろうかむ

している日

どのように改善していくかについて、先導的な実験研究開発をおこない、理論的・

していくことが開われている。また、様々なプロジェクトを通して、一人でも多く

生徒の指える問題にアプローチし、「学ぶJことの喜びを伝えていかなければならない。

？こG

てこないという現状があ

ないものであることを示してい
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